研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南寿の里　雲の家　　　職　種　　介護職員　　　　　氏　名　藤森　由理

	期　　間　　平成　１８年１２月　７日　～　平成１８年１２月　８日

	出張目的　平成18年度青森県認知症対応型サービス事業管理者研修への受講

	出 張 先　青森市文化会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　今年度６月２８日より雲の家での管理者として職務しているが、昨年の認知症介護実践者研修に引き続き、管理者として必須の管理者研修を２日間受講してきたわけですが、管理者として自分は何を期待されているのか、又管理者には何を求められているのかという事で、スタッフの管理や教育はもちろんであるが既に把握していた介護保険の知識の他に新たに報酬面や労働管理などの運営面での事を学ぶ事が出来ました。

今回の研修では外部評価などでも重視されている「地域密着型」というのを全体でとりあげていました。地元八戸の小規模多機能型居宅介護施設「町畑の家」が事例で紹介され、地元に根付いた施設であ

る事がわかりましたが、南寿の里でも「町畑の家」とは施設の形態は違うものの以前に比べ地域と密着した活動が出来ていると自信をもっています。今回の研修を通じて自分に不足していた知識を学ぶ事が出来実りある研修だったと感じています。

＜内容＞

１２／７（１日目）

講義１「地域密着型サービスの基準について」　　　講師　県高齢福祉保険課　総括主幹　山村卓一氏

地域密着型サービスの概要

· 「地域密着型サービス」は高齢者が要介護状態となっても、出来るだけ住み慣れた地域で生活を継続出来るようにする観点から考えられたもの。市町村が事業者の指定及び指導・監督を行う事としたものである。

· 地域密着型サービスの対象

1． 小規模多機能型居宅介護

2． 夜間対応型訪問介護

3． 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（小規模（定員２９人以下）の特別養護老人ホーム）

4． 地域密着型特定施設入居者生活介護（小規模（定員２９人以下）の介護専用型特定施設）

5． 認知症対応型共同生活介護施設（認知症高齢者グループホーム）

6． 認知症対応型通所介護

· 原則として、所在市町村の住民の利用のみが保険給付の対象。

· 市町村による事業所及び指導監督については「サービスの質の確保」を重視する事が求められている。サービス内容にかんする適切な審査を行うと共に、指定後においてもサービスに関する情報開示の促進と適切な指導監督を行う事が必要である。尚他のサービス類型と同様に、指定の更新制も設けられている。（改正介護保険法第７０条の２　　第４１条第１項本文の指定は、６年ごとにその更新を受けなければ、その期間の経過によってその効力を失う）

講義２「介護従事者に対する労働管理について」　　　　　　講師　社会保険労務士　榊清蔵　氏

　採用時、退職時の労務管理のポイント

· 労働条件通知書

1． 通知書の交付をする時は必ず従業員の確認印を受けておき、後日のトラブルを防ぐようにする。

2． 採用時に労働条件を明確にし、十分な説明を行う。

· 正社員には一般的、パートさんには期間雇用の労働条件通知書を発行。

· 使用期間を設ける理由

使用期間は３ヶ月が一般的で使用期間中に社員としての将来性を正しく評価する為。

使用期間は延長できるが、その際も３ヶ月が限度である。

· 使用期間中の解雇

使用期間中であっても予告が必要。

1． 予告は採用後１４日を経過すれば必要になる。

2． 解雇予告は、解雇日の３０日前に予告するか、又は３０日分の解雇予告手当てを支払いする事が必要。

社会福祉施設の労働時間等の取り扱い

· グループホームの場合の許可基準

グループホームについては「認知症対応型共同生活介護事業場における夜間勤務の適正化について」通達されています。

許可申請時に宿直勤務に予定されている労働者の代表が確認した「夜間勤務実態報告書」を許可申請に添付するように指導し、これによって確認するものとする事」とされている。

※上記以外には賃金の計算方法等の説明がありました。

講義３「地域密着型サービスの取り組みについて」　

講師　特別養護老人ホーム瑞光園　施設長　岩淵惣二　氏

○社会福祉法

理念→目標：個人が尊厳をもってその人らしい生活を。

　　　方法：自立支援、選択の自由、自己決定、質の高いサービスの活用。

· 改正介護保険の基礎知識

1． 地域密着型サービス

2． ６つの地域密着型サービス

3． 医療連携体制加算

グループホームのスタッフとして看護師１名以上を確保する。（准看護師は不可）

一定の勤務実態がなければ加算されない。

1 ２４時間連絡可能な体制。

2 入居の際に利用者及び家族等に説明し同意を得るなど日常の健康管理や医療連携体制を強化している場合に算定できる。

3． 運営推進会議

ケアサービスの質の向上や地域に開かれた事業運営を確保する為に、利用者や家族、市町村職員、地域包括支援センターの職員、地域住民の代表等により構成。

概ね２ヶ月に１回以上開催し、活動状況の報告、評価を受けると共に必要な要望や助言等を聞く機会を設ける。また、それらについての記録を作成し公表する事も必要。

· 指定地域密着型サービス指定・運営基準に規定されている研修

· 免除

事業開設者（代表者）：認知症介護実践研修のうち、実践者研修、実践リーダー研修、又は旧基礎過程・専門課程修了者、認知症介護指導者研修修了者、認知症高齢者グループホーム開設予定者研修修了者については新たに受講する必要はない。

管理者：平成１７年度までに実践者研修（旧基礎過程）を受講し、現に特別養護老人ホーム、老人デイサービスセンター、介護老人保健施設、指定認知症対応型共同生活介護事業所等の管理者として従事している者は新たに受講する必要はない。また、指定認知症対応型共同生活介護事業所の管理者については平成１７年度に実施された認知症高齢者グループホーム管理者研修を終了した者も同様。

· 小規模多機能居宅介護の実践

社会福祉法人　同伸会　杏の里寄り合い所　町畑の家の事例報告。

１２／８（２日目）

講義４「グループホームにおける防災についての理解」

講師　青森地域広域消防事務組合　消防本部　予防課　佐藤　匠　氏

· 長崎県のグループホーム火災の事例

夜間帯２時１３分火災発生、鎮火時刻４時５分。一般住宅使用のグループホーム。

火災報知器などの設備はなし。消火器のみ。

共用室のソファーから出火、ライターによる出火原因とみられる。

職員が火災を発見した時には火が天井まで広がっており初期消火は困難であった。

発見直後、入居者様を非難誘導せずに道路に出て助けを求め止まってくれた車の方が携帯電話から１１９番通報する所を１１０番に通報してしまう。結果消火が遅くなり７名の入居者様が亡くなられる。

【問題点】

1 発見が遅れ初期消火が出来なかった。

2 １１９番通報が迅速に出来ない。

3 入居者様の避難誘導が出来なかった。

　　　　　　　

【改善策】

①夜勤帯の人員を増やしたり巡回回数を増やしては？

· グループホームの火気管理

1 火を使う場所や人を限定する。

2 職員の教育。

· 日頃より清掃・点検が必要。

（例）使用前、使用後のストーブの点検。

ガスコンロのひび割れがないか点検。

入居者様の居室の電化製品のコンセントがちゃんと差し込んであるか、またコンセント部分に埃がたまっていないか。

· グループホームで使用する物はできれば防炎の物を使用するように。

　　　カーテン、ブラインド、じゅうたん、衣類、寝具等。

　　　防炎でないカーテンの場合でも防炎用の薬液を洗濯時に染み込ませる事で防炎用になるとの事で認められるとの事。

講義第５「自己評価・外部評価の実施について」　講師　三沢老人ホーム　副施設長　種市　博幸　氏

· サービス評価誕生の背景

· サービス評価のねらい

· 評価調査員の視点

· 評価に対しての心構え

以上の説明。

· 新年度より項目と、項目数に多少の変更があるとの事。項目数は今現在より減少するとの事。

演習「グループホームにおけるリスクマネジメント」

講師　県認知症介護指導者　成田　和代氏、戸来　睦夫氏

· リスクとは

1 業務リスク→利用者・従業員の事故、介護サービスの現場で起こるもの。労働災害。

2 経営リスク→介護報酬の変化、経営収支の悪化、環境権の整備

3 災害等リスク→火災、地震、

4 存続リスク→介護報酬不正受給、介護者による虐待。

（ホームの存続が出来なくなるような出来事）

・インシデント　　ヒヤリハット（事故が起こりそうになったが起こる前にくい止めた事例）

・アクシデント　　事故（利用者に障害があった・物品に損害があった場合）

· リスク分析～計画する為に

Ｓ：ソフトウエア　　マニュアル、規程などのシステムの運用に関わる形にならないもの

Ｈ：ハードウエア　　機器、器具、設備、施設の構造

Ｅ：環境　　　　　　物理的環境（照明、騒音、空調）だけでなく、仕事や行動に影響を与える全ての環境

Ｌ：他人　　　　　　当事者以外の人々

Ｌ：当事者　　　　　事故・インシデントに関わった本人（職員）

· グループ演習

一つの例題に対してのグループ内でＳＨＥＬＬモデルを使用し話し合い検討し、グループ毎に発表。

皆で話し合う事によって、色々な視点からの要因や対策がでた。皆と情報を共用する事が大事である。
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